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噴火後にかけての出来事を読み取ることができます。

2019. 3

硫黄岳火口から 道のり  0 km  徒歩  0分直線距離 11 km

ここの石は、竹島の石材
として多く使われているよ。
学校の石碑や神社の古い
彫刻をチェック！

同じ地層が硫黄島の
大浦港でもみれるよ。
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ここで
見える地層は？

アカホヤ噴火前
から現在まで！
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現在地は？ ここだよ！

港から

❶ 籠港（こもりこう）テフラ

1万 6千年ほど前から、カルデラ
内にあった火山が噴火を続け、こ
の地に火山灰が降り積もり、この
地層を形成します。

❷ 幸屋降下軽石

7300年前のある日、大音響とともに噴
火が始まります。火山灰や軽石、火口壁
をなしていた溶岩が吹き上げ、辺り一面
に降り注ぎます。火山ガスとともに立ち
上った火山灰は噴煙柱を形成します。

❸ 船倉火砕流

やがて噴煙柱が崩壊し、火山灰、軽石、
火山弾が渾然一体となった高温の火砕
流となり、今の竹島・硫黄島の辺りを
覆います。このときに堆積したのが船
倉火砕流の地層です。

大きな地震を伴いながら火山
全体が崩壊し、マグマ溜まりに
落下してカルデラが形成され
ます。これにより、さらに大量
のマグマが押し出され、噴火は

❻ 竹林

火砕流や火山灰に覆われ焼け野原にな
った島々も、数百年の月日が経つと植
生が戻ってきます。火山性の土壌に適し
たリュウキュウチクは、数千年かけてゆ
っくりと竹島全体を覆い尽くしました。

❹ 幸屋（竹島）火砕流

火砕流が静まった後にも、巻き上げら
れた火山灰は降り積もり続けます。
鬼界カルデラから噴出した火山灰は、
偏西風に乗って東北地方にまで届き、
「アカホヤ火山灰」と呼ばれています。

❺ アカホヤ火山灰

最高潮に達します。こうして
幸屋（竹島）火砕流が堆積し
ます。この火砕流は海を渡
り、九州本土や種子島、屋
久島にまで到達しました。
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火山灰の積もり方に注目

 左右の火山灰の厚みの差に注目薄い
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